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もみられなかった。実用規模では，55喀虐度の見落　　であるが，薬液の着色，裸地への追楢などの対策が考

しがあることと，ギシギシ枯死棟あとの裸地化が問題　　えられる。

放牧用草地の造成利用管理に関する研究
2　特性からみた放牧葦席としての一考察

高玉　精一・斉藤　孝夫

（宮城県畜産武威場）

1　ま　え　が　き

放牧による牧草地の効率的利用，季節生産の平準化，

利用年限の延長などをねらいとし，草毯組合せ，草種

と再生，利用頻度と草地密度との関係など，放牧用事

踵としての特性について調査したので，その結果につ

いて報告する。

2　試　験　方　法

1試験年次：昭和44～48年

2　供式牧草

マメ科：ラジノクローパ，ホワイトグローパ

イネ科：オーチャードグラス，ペレ二アルライグ

ラス，リードカナリーグ　ラス，レッド

トクプ，ケンクツキ‾ブルーグラス，メ

ドゥフ　ェスタ

5　試験構成

1）革踵組合せ

LfO，W王）0，I POR IJPORe，1POM，

LPFRe．：レ㌣RE，：LfRM，＋LpReM∴

第1表　単播条件での放牧用草種としての特性

LPKM W王〉ROM I」WPOReK事

2）刈収高さと草墟再生

低刈り（5cm），高刈り（10（Ⅶ）

5）刈取頻度と草地密度

2軋　5過，4遇，5週間隔での刈収り，

4）施肥条件

基肥：y O．5－－P1．5－K O．占たか／乙

追肥：N2．D－P1．5－－K2．0たみ／a

5　試　験　結　果

1　単播条件での特性

放牧草径としての特性を把握するため，その草種の

持っ特姓をまず単播条件でとらえ，更に混播という栽

培条件で，各章種の特性がいかに変わるものか検討し

ようとした。

単播条件での特性を示すと第1表のとおりである。

まず，5カ年の合計収量をみると，ラジノタロ・一㌧べ

ホワイトクローパ，オーチャードグラス，リードカナ

リーグラス，べレエアルライグラスの順であった。

草　踵
5カ年合計

生 草 重

時期別収量分布

（変 異 係 数）

密　　　　　　　　　 度 混楢での

優占草饉

混楢での草

撞構成安定4 4 年 4 6 年 高　 い 低 下 少

1 15 1 6．2 5 ス5 占 2 2

⑳

○ ○

○

○

○

W 1 2 4 8．2 4 5．2 5 6 ○

p 9 5 0．1 4 8．8 2 5 8 5 8 0 ○

○

0 1 8 6 7 4 2 R D 4 7 8 1 5 8 ⑳

○

○ ○

R 9 8 5．d 5 免9 2 4 9 1 8 0 ◎

◎

○

○

R e 8 4 （～．4 4 父7 1．0 5 5 5 0 2

E B 7 7 1．4 5 5．9 4 8 2 1，2 9 8 ○

M P 9 2 8．° 4 1．5 5 4 8 1 8 8

注　L：ラジノクローバ，W：ホワイトクロー′く，P：ペレニアルライグラス，0：オーチャードグラス

R：リードカナリーグラス，R㊤：レッドト　ップ，KB：ケンタッキーブルーグラス，Mア：メドゥフェスタ

変異係数：5カ年平均値
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季節生産性について，時期別の収量をみると，収量

分布のふれの少ない草踵は，オーチャードグラス，ケ

ンタ　ッキーブルーグラス，ラジノクローバ，リードカ

ナリ‾グラスなどであった。つまり，これらの草種は

平準化した収量を示した0更に密度についてみると，

密度の高い草種は，レッドトップ及びケンタッキーブ

ルーグラスであり，マメ科ではラジノクローバであっ

た。また利用年次による密度の低下の少ない草種は，

ラジ／クローバ，ホワイトクローバ，ペレニアルライ

グラス，ケンタッキーブルーグラスなどであった。

混播した場合，優占草種あるいは革種構成からみて安

第2表　混播条件での放牧用革種としての特性

定している草種としては，ラジノタロ－バ，べレエア

ルライグラスで・これに次いでオーチャードグラス，

リ‾ドカナリ‾グラス及びメドゥフェスクがあげられ

る○またこれらの草虚は混播により収量の変動も少な

く，混播適応性が高いものと考えられる。

2　混播条件での特性

混播の組合せについて，収量，季節生産性，草地密

度，車種構成，混播適応性などについてみると，第2

表のとおりである。5カ年の収量では，LPO，LPR。

M，LPRX，LWPOROKの組合せに別、て収量が高

い○

草 種 組 合 せ
5　 カ 年

合 計 生 草 重

時 期 別 収 量 分 布

（変 異 係 数 ）

密　　　　　　　 度
革 種 摘 成

（安 定 ）
評　 価

4 4 年 4 6 年 2 カ年 平 均 低 下 少

1 P O 1 7 2 4．0 4 5．8 2 1 5 5 2 4 2 8 9 ○ ○

○

○

○

W I）0 1 1 5 5．5 5 1．7 2 5 2 5 2 4 2 8 8 ○

l f O R 1 5 1 2．5 2 鼠 9 2 5 ロ 2 5 8 2 4 5 〇

〇

〇

L P O R e 1 5 7 5．1 5 5．5 5 0 1 5 5 8 4 2 0 ○

○

○

○

L P O M 1 5 9 1．d 5 7 5 5 4 4 4 4 d 5 9 5

L P R R e 1 4 2 2 ．5 5 5．5 4 8 0 2 9 8 5 8 9

L P R K 1 6 2 1．4 5 8．5 2 4 0 5 1 6 2 7 8

L P R M 1 5 9 0，5 5 5．0 5 1 8 5 0 4 4 1 1 ○

○

1 P R 8 M 1 8 6 5．1 5 8．5 5 4 1 5 5 8 4 5 0 ○

○

○

L P K M 1 5 1 父2 5 4．7 5 5 5 4 8 2 4 0 9 ○

○

W P R O M 1 2 8 1．0 5 1．8 d l d 2 4 0 4 2 8

L W P O R e E 1 6 0 8．1 5 5．1 5 4 9 2 1 4 2 8 2

注　密度は最終刈取後調査．マメ科はランナー軋
変異係数は5カ年平均値

季節生産性は，ⅣPO，LPOR，LpoRe，もPRRQ，

WPReMの各組合せが，時期別収量のふれが少なかっ‰

密度が高く，年次による密度低下の少ない組合せは，

LPRM及びエアEldであった。

草種構成の安定していた組合せは，1PO，mOR，

LPORe，1PRM，1PReM，1WPOReXであった。以

上の結果から総合的に考察してみると，特に1POR，

1PORe，1アRMの組合せが各種条件をみたし有意で

あった。混播により収量を高めるには，オーチャード

グラス，べレ二アルライグラス，ラジノクロー．く．草

種構成の安定をはかるには，オーチャードグラス，ペ

レニアルライグラス．ラジノクロー／く，メドゥフェス

クなどト混播適応性の高いものとして，べレニアルラ

イグラス，オーチャードグラス．リードカナリーグラ

イネ科は茎数（5Dc房当り）

スが，また密度を高めるには，レッドトップ，ケンタ

ッキーブルーグラス，べレこアルライグラスが有効と

考えられる。

5　各草種の再生速度

放牧の場合に，利用草種の再生の早いことが望まれ

る0刈取り高さと再生速度との関係について示したの

が艶1回である。再生速度は刈取り高さよりも，刈取

時期によって異なる。刈取り時期別の再生速度のふれ

の少ない草種は，ホワイトクロー／㍉リードカナリー

グラス，レッドトップ，べレエアルライグラスなどで，

再生は他の革種より平衡的であった。また草地密度は，

リードカナリーグラス，ケンタッキーブルーグラスは

高刈りにより密度高く，べレニアルライグラスは低刈

りが高い0その他の草種は大差なかった。
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（鹿／a）

再
生
速
度
二
日
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車

2

●

7

●

‘

揖拉二

1．2．ラ　ジ　ノ　タ　ロ　－　バ

3．4，ホワイトク　ローパ

5ふべレニアルテイダラス

7．臥オーチヤードグラス

9．10リードカナリーダラス

11．はレ　ッ　ドト　ッ　プ

8，日ケンタブキープか．・′ラス

15．16　メ　ド　ゥフェ　スタ

40　　　説）　（氾　　　　　（％）

時期別再生速度のふれ（変異係数）

注）奇数は低刈り

偶数は高刈り

第1周　再生速度と時期別再生速度の
ふれとの関係

第5表　利用頻度と草地密度との関係

4　利用頻度と収歳及び密度との関係

放牧利用では，草地の利用頻度は採草の場合より高

くなることは必然的であるので，利用回数，年間11

回（2週間隔利用），9回（5週間隔利用），7回（4

週間隔利用），8回（5週間隔利用）の条件で，年間

収量，時期別収軋　草地密度に及はす影響などについ

て検討した（第5，4表）。

放牧利用での草丈が20～50の方を基準とすれば，オ

ーチャードグラス，べレニアルライグラス，メドゥフ

ェスタ，リードカナリー∵グラスは2週，レッドトップ，

ケンタッキーブルーグラスは5週経過すると目倭の草

丈に達した。

年間収量は，リードカナリーグラスでは2風　その

他の草踵では5週間痛で利用することにより歳も高い

収量を示した。

（本数密度　本／50C房）

　 草 踵

刈 取 間 隔

オーチャー ドグラス
ペ レ 二 ア ル

ラ イ グ ラ ス
レッドトップ メ ドゥフェス タ

ケンタ ．ソキー

ブルー グラス

リー ドカナ リー

グ　 ラ　 ス

4 5 年 4 8 年 4 5 年 4 8 年 4 5 年 4 8 年 4 5 年 4 8 年 4 5 年 4 8 年 4 5 年 4 8 年

2 週 間 隔 d d 4 5 8 0 7 2 5 5 5 4 1，8 5 8 1，1 6 5 5 8 2 2 2〔〕 2，0 8 6 1，1 2 2 4 8 8 2 4 8

5 週 間 隔 8 5 9 5 9 4 1．0 5 5 8 2 8 乙 12 4 8 9 2 5 8 7 2 5 8 2，5 4 7 1，1 58 4 7 5 2 5 2

4 遇 間 隔 8 2 5 5 7 4 9 6 0 8 9 8 2，1 0 5 7 9 2 5 9 5 2 5 6 2，0 5 8 1，0 8 8 55 0 2 5 2

5 過 間 隔 7 8 2 4 7 4 1．0 5 2 7 7 0 乙5 9 4 8 7 4 4 0 5 2 9 8 2．5 9 9 1．2（～8 5 7 2 5 4 8

利用　頻度　と　年間生草重

第4表　利用頻度と収量分布（変異係数）

草　　　　 種

刈　 取　 間　 隔

2　 遇 5　 遇 4　週 5 週

オーチ ャー ドグラス 4 鼠4 4 8 ．6 4 2 ．7 4 8 ．2

ぺ レニアル ライ グラス 4 ♀ 1 5 7 2 2 1．5 2 4 ．8

レッドトップ 4 ♀ 5 5 5．1 5 （～．2 4 4 ．8

メ ドゥ フェス タ 5 2 ．5 5 0．0 4 ロ．8 5 5 ．8

ケ ンタ ッキ ーブル ー グラス S d．5 4 2 ．7 4 1．2 5 0 ．8

リー ドカナ リー グラス 4 5．9 2 5 ．占 5 鼠 0 4 4 ．7

刈取頻度と時期別収量のふれは．2～5週間編で利

用した場合に各草種ともふれが少ない傾向を示した。

利用頻度による草生密度の変動の少ない草種は，オー

チャードグラス，メドゥフェスタ，ケンタッキーブル

ーグラス，レッドトップで，その他の草種は．利用頻

度が高くなるにつれ，密度が低下する傾向であった。

本数密度の高い草感は，レッドトップ，ケンタッキー

ブルーグラス，ペレニアルライグラスの5草種があげ

られる。


